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１．はじめに 

国際民間航空機関（ICAO）によれば、2005年～

2025年の間、アジア太平洋地域の航空旅客輸送量

が約3倍（年平均+5.8%）になると予測されている。

かかる航空市場の急激な変化が、我が国の航空・

空港政策に与えるインパクトは大きい。また、こ

のような動向変化を明示的に取り入れた航空需要

予測手法は存在しない。このため、(1)アジアの国

際航空旅客流動の整理及び分析を行うとともに、

(2)航空需要予測の高度化のための基礎研究の一

環として、計量時系列分析手法の適用性について

検討した。 

 

２．アジア内の国際航空旅客流動  

2000年～2008年において、アジア内の国際航空

路線網の基本的な構造は変わらないものの、全体

的に路線網の稠密化がみられる。特に、中国また

は韓国を発着国とする路線網の稠密化が著しいこ

とを確認した（右図参照）。また、需要の増加が

著しい路線の多くは、近年の経済発展が著しい中

国、インド、ベトナム及びモンゴルを発着国とす

る路線であることについて、クラスター分析等に

より、定量的に示した。 

 

３．航空需要予測に対する計量時系列分析手法の 

適用性 

計量時系列分析手法は、比較的入手が容易なデ

ータによる分析を可能とするものであり、既に経

済・ファイナンス分野等、幅広い分野で適用され

ている。このうち、季節変動性が考慮可能となる

 

図 アジア内国際航空路線網の変遷（韓国） 

 

自己回帰移動平均モデル（SARIMA）の航空需要予

測への適用性について検討し、以下の結論を得た。 

(1) 差分系列により分析可能な、国内・国際航空

旅客需要の短期予測（5年程度）に対し、時系列分

析手法は有効である可能性がある。 

(2) 5～10年以上を予測期間とする長期予測には、

推計される区間予測の幅が大きく、現時点で同手

法を直ちに適用することは難しい。 

 

４．おわりに 

今次整理した時系列データ及び得られた知見に

より、今後は国際航空市場に大きな影響を及ぼし

得る諸要因を特定し、わが国の国際航空旅客・貨

物流動に与えるインパクトの把握を試みたい。ま

た、需要予測手法については、航空需要の動向に

大きく影響を与えるような状態の変化を考慮可能

なモデル等について検討を進めていく予定。 

 

【参考文献】 

 国土技術政策総合研究所資料No.643及びNo.652 
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１．航路諸元算定プログラム 

2007年に改訂された「港湾の施設の技術上の基

準・同解説」では、航路諸元の第2区分照査法が定め

られた。この方法は、対象船舶及び航行環境が特定

できる場合に、船舶の性能等を出来る限り物理的に

考慮する設計方法である。（社）日本航海学会及び

国総研では、設計者の利便のため、設計法と同時に

算定プログラムJ-Fairwayも開発した。 

２．PIANC（国際航路協会）での検討 

PIANCでは、 WG49「 Horizontal and vertical 

dimensions of fairways」において、2005年より航

路諸元の算定方法について議論が重ねられてきた。

その中で、日本の新たな設計法は高い評価を受け、

最終報告に掲載予定となっている。 

３.サイト運用の開始 

J-Fairwayの利用を希望する方々が容易に入手で

きるよう、PIANCよりダウンロードサイトの運用が求

められた。そこで、管理調整部技術情報課の協力を

得て、ダウンロードサイトを設置した。PIANC WG49

の最終報告が未発表にもかかわらず、10月の運用開

始から年内において、国内外より合計55回のダウン

ロードがなされた。航路諸元の検討をされる際には、

積極的にご活用いただければ幸いである。 

【参考文献】 

http://www.ysk.nilim.go.jp/kakubu/kouwan/keika

ku/J-Fairway.htm 
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